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された場合、特に、2006 年から 2013 年にわたり、新たな採集調査も行った。そして得られた線
虫類の形態分類と動物相に関する総合的な研究が第 1章で記されていた。その結果、盲腸虫
科の新属新種 Musserakis sulawesiensis を含む新しい計 8 つのタクサ（新属 1、新亜属および
新種 2 を含む）が発見された。これらのうち、7 新種を含めた Syphacia 属の光学顕微鏡および
走査電子顕微鏡レベルの形態群類学的な検討が第 2 章でなされた。この線虫属には 3 亜属
（Syphacia 亜属、Cricetoxyuris 亜属および Seuratoxyuris 亜属）に大別されていたが、さらに
二つの新亜属、すなわち Rumbaisyphacia 亜属および Segienamsyphacia 亜属がワラシア地域から
追加された。これら新2亜属の新種のほか、Syphacia亜属の5種が記載された。すなわちS. rifaii、
S. paruromyos、S. taeromyos、S. semiadii および S. maxomyos で、これらもワラシアでその
分布が確認された。インドネシア国内では他に既知報告された 3 種の存在が知られるので合計
10 種の Syphacia 属線虫が分布することになった。形態に加え、第 3章で分子生物学的な分類も
検討された。方法はミトコンドリア Cox1 領域に加え、28SrDNA も指標に、今回、DNA 抽出に成功
したものは Syphacia rifaii、Syphacia paruromyos および Syphacia muris を対象に解析を行っ
た。まず、ミトコンドリア Cox1 領域の解析結果では、S.rifaii の特異な系統性が浮き彫りとな
った。外群を Aspiculuris に設定せず、代わりに S.rifaii をその位置にしても系統樹は成立す
る程、他の種群からの遺伝的距離はかけ離れたものであった。さらに S. rifaii はインドネシア
産 S. paruromyos/S. muris 両種との類縁度の高さも示した。しかし、これら 3種が同一祖先型
から種分化したのかどうかについては、さらに多くの標本を用いて再検討をすべきであろう。
28SrDNA の塩基配列分析に供された S. rifaii の NJ 法解析でも比較的高いブーツストラップ値














サフルへの侵入を開始前後、LE から R/S 共通祖先型が生じ、さらにサフルに侵入した S 祖型か
らオーストラシア分布種の S. australasiensis、またアジアに留まった S 祖型からはクマネズ
ミおよび/あるいはドブネズミと伴に汎世界分布種となる S.muris が出現した。さらに、スンダ、
ワラシアおよびサフルとも LE と R 直系の子孫種も分布するが、R の種分化の中心は、現在の地
理的分布から推定するにワラシアである。S.semiadii はスンダ系固有種 Halmaheramys に寄生す
るが、おそらく、サフル系ネズミ亜科から宿主転換をした。また、タイ/スマトラ/スラウェシ島
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